
京都府⽴医科⼤学に太陽化学の寄附講座「生体免疫栄養学（太陽化学）講座」を開設 
〜腸内環境からみた⾷による生体の免疫や栄養の研究を目的に〜 

 
 
 太陽化学株式会社（本社︓三重県四⽇市市、代表取締役社⻑︓⼭崎 ⻑宏、以下 太陽化学）
は、機能性⾷品の基礎研究から臨床応⽤を推進するため、京都府公⽴⼤学法⼈京都府⽴医科⼤学
（学⻑︓⽵中 洋）に、2021 年 4 月 1 ⽇付けで寄附講座「生体免疫栄養学（太陽化学）講座」
を開設します。 
 
【目的】 
 太陽化学は、身近な天然素材から最先端技術を応⽤した新規素材までを取り扱い、研究開発型
ソリューション企業として、無限の可能性を秘めた機能性⾷品素材の創成に実績を積み重ねてい
ます。  
 

特に機能性⾷品の素材研究については、茶ポリフェノール（カテキン）やアミノ酸（テアニ
ン）、水溶性⾷物繊維、さらに独自の乳化・包摂技術を応⽤した機能性素材といった新たな価値創
造に取り組んでいます。  
 
 京都府⽴医科⼤学は、世界に先駆けて「医と⾷」の融合から⾷による疾病予防に関する基礎か
ら臨床研究を実践し、特に腸内微生物叢やその代謝物と腸管疾患、脳機能や骨格筋との関連性な
どについて先進的研究を進めています。 

 
 今回、太陽化学は京都府⽴医科⼤学に寄附講座「生体免疫栄養学（太陽化学）講座」を設⽴し
ます。機能性⾷品の腸内細菌叢やその代謝物への作⽤を検討し、免疫・栄養学的な知⾒から健康
⻑寿に向けた科学的エビデンスの確⽴を目指します。さらに⾷物繊維やポリフェノールなどの⾷
品成分によるフレイル・サルコペニア予防法を実証していきます。 
 
【寄附講座の概要】 
（１）講座名︓生体免疫栄養学（太陽化学）講座 
（２）目 的︓ 

腸内微生物叢とその代謝物からみた免疫・栄養学に着目し、健康⻑寿に向けた科学的エビ
デンスの確⽴と⾷を中⼼にした実践的予防法を実証する。  

（３）内 容︓ 
・腸内微生物叢情報の分析に基づく⽇本⼈エンテロタイプ分類を、健康⻑寿戦略に応⽤す

る。  
・腸内微生物叢とその代謝物の分析⼿法を確⽴し、宿主の免疫・栄養情報との連関を明ら

かにする。 
・腸内環境からみたフレイル・サルコペニア予防を確⽴し、⾷物繊維やポリフェノールな

どの⾷による予防法を実証する。  
・腸内環境からみた生体免疫栄養学の研究基盤を確⽴する。  

（４）設置期間︓2021 年 4 月 1 ⽇から 2023 年 3 月 31 ⽇まで  
（５）担当教員︓内藤 裕二 教授（寄附講座） 


